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富山湾に画し海の象　山の幸に恵まれた氷見市はタ　古くよりÅ々の

生活の場として，数多　の文化遺産を育み　守ってきました。

特にタ　大正7年に調査された大境洞窟は，四本で最初の洞窟遺跡調

査としてタ　同じく朝田腰塚は日本海側有数の腰塚としてタ　学史にその

名を留めタ　国指定史跡になっております。

しかしながらタ　近年夕　生活の豊かさタ　利便さを求めて開発が進めら

れる一方で　これらの貴重な文化遺産の保護のための営みも重視され

ているのであります。

市教育委員会といたしましては　文化遺産保護のためタ　市内全域の

詳細分布調査を実施することにより，より充実した遺跡地図を作成す

ることにいたしました。

文化財の保護を通して先人の文化を理解◎伝承することは夕　貴の地

域社会の発展につながるものであると考えます。

この報告書がより多くの方々に利用されタ　文化財保護の一助となる

ことを願っております。

終わりにタ　調査の実施及び報告書の作成にあたりタ　ご協力いただき

ました地元の方々タ　またご援助いただきました富山県教育委員会夕　富

山県塩蔵文化財センターをはじめとする関係諸機関の方々にタ厚くお

礼申し上げます。

平成10年3月

氷見市教育委員会

教育長　江　幡　武



例　　　言

1本書は，富山県氷見市教育委員会が国庫

補助事業として実施している遺跡詳細分布

調査の第5年（1997年）度の報告書である。

2　調査にあたっては，富山県埋蔵文化財セ

ンター及び富山大学考古学研究室の指導と

協力を得て，後記の調査団を編成してこれ

を実施した。

3　遺物整理◎実測魯製図砂写真撮影は，氷

見市教育委員会生涯教育課主任学芸員大野

究と富山大学考古学研究室の全員が協力し

て行った。

4　本文は，宇野隆夫参前川要（富山大学

人文学部），大野究（氷見市教育委員会），

田中幸生ゆ山崎雅恵（富山大学大学院人文

科学研究科学生）タ　荒木慎也◎飯田良智e

磯村愛子◎佐々木亮二◎砂田普司◎高橋泰

生・遠野いずみ・貫井美鈴・廣瀬直樹・真

井田宏彰。宮川俊輔e渡辺樹（富山大学

人文学部考古学研究室学生）が分担して執

筆した。執筆の分担は文末に記した。

5　参考文献は本文末に一括し，通し番号を

付して記した。

6　遺物番号は図版毎に通し番号を付した。

実測図と写真の番号は統一して用いた。

7　採集遣物・記録書類は氷見市教育委員会

で保管公開している。

8　編集は宇野隆夫・前川　要・大野究の指

導の下に，田中幸生。山崎雅恵が行った。
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第二し章　はじめに

且　調査の因的

氷見市が人の活動の舞台となったのは，現在知られている限りでは，今から約1万年乱上

庄川Ⅲ上流域の丘陵においてである。以後夕遺跡は丘陵から海岸まで広く分布しタ現在に至る

まで連綿と入びとの営みが続いたものと思われる。

氷見市の遺跡の数はタ大正7年（1918）の大境洞窟◎朝日貝塚の発見以後，昭和47年（1972）

の『富山県遺跡地図』では83個軋昭和58年（1983）の『氷見市遺跡地図』では143個所と，年々

増加してきている。しかし，これらの成果は系統だった分布調査によるものではなく，その範

囲ゆ時期などについて不明な点が多く，また未発見e未登録の遺跡も少なからず存在するもの

と予測される。また近年の開発行為の増加に伴い，遺跡の保護と開発の調整が社会問題化して

きており，中には人知れぬまま消滅した遺跡もあった可能性がある。

このような状況下において，埋蔵文化財の保護と活用のため資　また保護と開発との調整のた

め芦　基礎資料として遺跡地図の一層の充実が望まれたのである。

2　調査の経過

このような状況のもとぎ水見市では平成4年度からスタートする第6次総合計画の主要施策

のひとつとして，「指定文化財の再調査はもとより，指定以外の文化財，埋蔵文化財の調査◎

発掘及び資料の収集に努め，活力ある文化財として，郷土の歴史的遺産の保護◎顕彰を図る」

ことをあげ，主要事業のひとつに「遺跡地図の作成」をあげた。

これを受けて氷見市教育委員会では，平成4年度に昭和58年の『氷見市遺跡地図』発行後の

新知見を加えた『氷見市遺跡地図』［第2版］を発行し，234個所の遺跡を登録した。さらに平

成5年度からは，この遺跡地図をさらに充実させるため，国庫補助事業として市内遺跡詳細分

布調査を実施することになった。

調査にあたっては，氷見市教育委員会を中心とし，富山大学考古学研究室の全面的な協力を

得て，下記の調査団を編成した。

調査の方針としては，市域の平野部全体を調査対象とし，7個年計画とすること，年度ごと

に報告書を作成しタ最終的にはより充実した遺跡地図を刊行することが決定された。

今年度の現地調査は，E地区について（第1図），1997年10月18日～11月8日までの乳計

8日間，延170人余の参加を得て，実施した。　　　　　　　　　　　　　（大野究）

－　1・－



氷見市埋蔵文化財分布調査団

団　　　長：江幡　　武（氷見市教育委員会教育長）

調　査　員：宇野　隆夫（富山大学人文学部教授）

前川　　要（富山大学人文学部助教授）

鈴木　瑞麿（氷見市教育委員会生涯学習課主任学芸員）

大野　　究（氷見市教育委員会生涯学習課主任学芸員）

調査補助員：河合　忍◎稲石　純子。近藤　美紀◎田中　幸生e山崎　雅恵

（富山大学大学院人文科学研究科学生）

中田　善夫ゆ中谷　正和e浅野　良治◎小野　　基¢金成

清水あゆみ。宿野　隆史e鈴木　悟嗣◎鈴木　由紀の滝沢

栃谷　朋子◎野水　晃子◎春名　理史e深田　亜紀◎丸山

岡田　一広◎小幡　鮎子◎梶田亜友美e小松　博幸◎後藤

佐藤　　憤◎須田　雅昭◎高志こころ◎高安　洋治◎滝川

中島　和哉砂中野　秀昭◎西村　倫子◎早川さやか◎三浦

淳一・小島あずさ

匡e戸田貴美子

浩・三浦　英俊

晋・佐々木建二

邦彦・戸簾　暢宏

知徳

（富山大学人文学部考古学研究室三の四年生）

調査協力者：荒木　慎也の飯田　良智。磯村　愛子◎佐々木亮二〇砂田　晋司◎高橋　泰生

遠野いずみ◎貫井　美鈴◎廣瀬　直樹e真井田宏彰◎宮川　俊輔e渡辺　樹

（富山大学人文学部考古学研究室二年生）

阿部　　来e井出　靖夫◎表原　孝好e片桐　清恵◎加藤　美生の川端　良招

笹井　史生。清水　貴広e塚田　直哉e不嶋　美穂e的場　茂晃◎八巻　謙司

山口　欧志

（富山大学人文学部考古学研究室一年生）

事　務　局：石崎　久男（氷見市教育委員会生涯学習課課長）

越田　　貢（氷見市教育委月会生涯学習課課長代理）

屋敷　宗一（氷見市教育委員会生涯学習課文化係長）

池田　幸代（氷見市教育委員会生涯学習課主任）

坂本　研資（氷見市教育委員会生涯学習課主任）

布尾　　誠（氷見市教育委員会生涯学習課主事）

小谷　超（氷見市教育委員会生涯学習課主事）

（荒木慎也）

－　2　－
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第1図　氷見市の地勢と地区割（国土座標Ⅹ＝138。59′55〝，Y＝35048′を基準として）
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採集遺物量を図示して　遺跡の盛衰と立地の変化を把揺する基礎資料とした　第　～　図。

（太野究）
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第2図　E地区図（縮尺1／50，000）
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第2車　分布調査の成果

遺跡と採集遺物　図版　◎図版の
ああしまだ

糾　問鷹鹿田魔遺跡（図版5の1，氷見市遺跡地図第2版88）氷見市阿尾字島田

本遺跡は余川川河口に広がる平野部の北端に位置し，標高は約4mを測る。遺跡の北東から

西にかけては丘陵が広がっており，南東は約400mの距社をおいて海岸線に至る。1974年の圃

場整備の折に須恵器◎土師器が出土し，1992㊧且993年には国道バイパス工事に先立ち試掘◎本

調査が行われた。遺跡は奈良時代後半を中心とし，掘立柱建物8棟が確認されている。この他

縄紋時代晩期砂中世の遺物も出土している。現在は遺跡の北西部を国道蟻号氷見バイパスが

通っているがタ　その他は永田として利用されている。

今回の調査では縄紋土器一片と須恵器一片を採集した。
ああしまだ

浮　間鷹島摺匿遺跡（図版5の2，氷見市遺跡地図第2版1粗）氷見市阿尾字島田

本遺跡は余川川河口に広がる平野部の北端に位置し　北には約蟻mの距離をおいて阿尾島

田A遺跡が存在する。現在までに珠洲◎土師器が出土しており時代は古墳◎中世と考えられて

いたが，今回の調査において須恵器が採取されたため古代においても機能を果たしていた遺跡

であることが新たに確認された。詳細については明確には分ってはいない。

今回の調査では須恵器2片と叩石1点を採取し，これを固示した。（図版3の』2）

1は叩石であり，最大長6。6cm，最大幅5．7cmを測る。石材は花崗岩で，長円形を呈する。表

裏両面に潰痕があり，周縁部に使用痕がある。

2は須恵器の婆の体部であり，8～9郎己のものである。外面には擬格子の叩き目を残し，

内面には同心円紋の当具痕を残す。胎土は密であり，色調はオリーブ灰色を呈する。焼成は不

良である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　砂田晋司）
いなづみじようあと

持　稲横城跡　図版6の3，氷見市遺跡地図第2版29）氷見市稲積城が峯

本城跡は会川川下流左岸の標高約98mの山上に築かれた山城である。観応3年（1352）連中

で幕府に背いた桃井直信の拠点の一つである三角山城の推定地とされるが詳細は不明である。

今回の調査も含めて遺物は採集できなかった。　　　　　　　　　　　　（高橋泰生）
いなづみまえだ

摘　稲穂前田遺跡　図版7の4，氷見市遺跡地図第2版99）氷見市稲積字前田

本遺跡は金川川下流域南岸の平地に位置し，北東の南西方向には約400mの距離をおいて丘

陵に至る。現在までに須恵器e土師器◎管玉が採取されており，古墳から古代にかけての遺跡

であることが確認されている。

今回の調査では遺物は採集できなかった。　　　　　　　　　　　　　（砂田晋司）
いなづみにしがやち

纏　稲積商ケ谷内遺跡　図版7の5タ　氷見市遺跡地図第2版70）稲積字西ケ谷内

本遺跡は，会川川下流左岸の平野，標高6～8mの地点に立地し，上稲積遺跡の北側に所在
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する。現在は水田として利用されている。摘7年に　圃場整備中に　地下　mから土師器，須

恵器　灰粕陶器を出土している。採集された遺物から資　本遺跡は8世紀代を中心としているこ

とが確認されている。

今回の調査では遺物を採集できなかった。
いなづみうしろいけ

纏　稲横擾池遽静（図版7の6，氷見市遺跡地図第2版93）稲積字西ケ谷内

本遺跡は，余川川右岸，標高約13mの地点に所在する。現在はため池となっている。且983年

温臓に行われた池改修工事の折，縄紋土器，土師器，須恵器，珠洲を出土している。今回の調

査では，須恵器鼠8片を採集し，そのうち6片を図示した（図版3の6～10タ12）。

射ま須恵器の杯Aの蓋の端部である。時期は7世紀末葉～8世紀初頭のものである。口径は

約13cmを測り，日録部の残存率は0。5月2である。胎土は密であり，色調は灰色を里する。焼成

は良好である。

5は須恵器の蓋の端部である。口径は約17cmを測る。胎土は密であり，色調は灰色を呈する。

焼成は良好である。

6は須恵器の杯の底部である。底径は約8cmを測る。胎土は密であり，色調は淡灰色を呈す

る。焼成は良好である。

7ほ須恵器の杯の底部である。底径は約9cmを測る。胎土は密であり，色調は灰色を呈する。

焼成は良好である。

8は須恵器の賓の体部でタ　時期は9世紀後半のものである。外面に格子状の叩き目を残す。

胎土は密であり，色調は灰色を呈する。焼成は良好である。

9は須恵器の嚢の体部である。外面に平行叩き目と掻目を残し，内面に当て具痕を残す。胎

士は密であり，色調は灰色を呈する。焼成は良好である。　　　　　　　　　（飯田良智）

今回の調査より，遺跡範囲が北方向に100m拡大することが確認された。
よかわあやがやち

聞＋会川親争谷内遺跡（図版7の7，氷見市道跡地図第2版102）氷見市吉川字親ケ谷内

余川川下流左岸のやや奥まった谷に立地し上稲穂集落の北面に所在する。標高は約16mであ

り，現在は水田である。過去に須恵器が整理箱一箱分採集されている。

時期の推定できる遺物としては田辺編年のMT－15型式に比定でき，実年代は6世紀前半頃

があてられる杯身，TK－209に比定でき，実年代は7世紀初頭頃があてられる杯身がある。そ

の他の須恵器は8世紀代のものと考えられる（氷見市立博物館1989）。

今回の調査では須恵器杯一片を採集した。
よかわかわかしよう

㈱　凄紬l粧滞原題腰（図版7の8，8の8，氷見市遺跡地図第2版118）余川

会川川川底の3カ所の地点から遺物が出土している（A～C地点）。A，B地点の遺物は氷

見市立博物館で保管されておりC地点の遺物は現在所在不明である。いずれも出土の時期◎状

況は不明である。A地点からは，須恵器◎土師器細片◎珠洲が採集されている。B地点からは

須恵器1点が採集されている。このように，古墳時代◎古代◎中世の遺物が出土しているが詳

細は不明である（氷見市立博物館1989）。
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今回の調査では遺物は採集できなかった。
よかわえびた

纏　食道i海老困遺跡　図版　の勘　氷見市遺跡地図第　版摘郎氷見市余用字松木

余川川左岸の丘陵近　の水田標高的Dmの地点に所在する。過去に古代の須恵音容土師器◎

木片◎炉石が採集されている。

時期の推定できる遺物としては7世紀前半頃（飛鳥時代後期自こ比定される須恵器杯Aの乳

用掛妃前半頃（平安時代）に比定される土師器椀があり，残りの遺物は奈良時代を中心とした

7世紀末～9世紀初頭頃のものであると思われる（氷見市立博物館且989）。

今回の調査では遺物は採集できなかった。　　　　　　　　　　　　　　條瀬直樹）
よかわこでらやち

細　会』幡寺谷内達跡　図版　の用，氷見遺跡地図第2版且04）会川字田地

会川川の左岸の丘陵，標高3～購mの地点に位置する。遺跡は中世に区分されタ現在は針葉

樹林や果樹園が広がっている。

今回の調査では遺物は採集できなかった。
よかわてらがやち

帥　会調音ケ谷内遺跡　図版8のは　氷見遺跡地図第2版47）余用字寺ヶ谷内

金川川右岸の谷の凰標高25m前後の地点に所在する古墳敏古代◎中世◎近世にまたがる遺

跡である。現在は水田となっている。明治末の開墾のおりに，谷から出土した遺物を一度捨て

られておりタ　その後の耕作に伴って出土したものが過去に採集されている。遺物としてほ須恵

器の土師器儲珠洲歯並中瀬戸珍唐津系陶器ゆ伊万里系磁器が採集されている。

今回の調査では遺物は採集できなかった。
よかわかたばたけ

㈹1乱刑軒鰯適腰（図版8のは　氷見遺跡地図第2版38）余用字片畑

遺跡は余川川右岸の標高約mmの地点に位置し，会川小学校の北東に所有する。現在は水田

である。昭和49年9月23日に須恵器e土師器が若干量採集されたが，出土状況は不明である。

遺物の量が少なくタ　詳細不明であるが古墳時代に区分されている。

今回の調査では遺物は採集できなかった。　　　　　　　　　　　　　　（宮川俊輔）
よかわぜんな

凋　食用襲名遺跡（図版9の13，氷見市遺跡地図第2版209）氷見市会川

本遺跡は余川川左岸に位置し，標高は約10mを測る。これまでに珠洲が採集されているが，

遺跡の詳細は不明である（氷見市立博物館1989）。現在は水田として利用されている。

今回の調査では珠洲一片を採集し，これを図示した（図版3の鼠7）。

11は珠洲嚢の体部であり，吉岡康暢氏による珠洲Ⅳ期（吉岡1994）（14世紀）のものである。

胎土は密であり，色調は灰色を皇する。焼成は良好である。
よかわたにむら

梱＋会川番尉遺跡つ図版10の14タ　氷見市遺跡地図第2版123）氷見市会川谷村

本遺跡は余川川左岸に位置し，標高は約10mを測る。これまで採集されている遺物は，須恵

器◎土師器◎珠洲◎伊万里系磁器であるが，遺物が少なく遺跡の詳細は不明である（氷見市立

博物館1989）。現在は水田◎畑として利用されている。

今回の調査では遺物を採集できなかった。
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よかわいちたに

梱＋会川市谷遺跡（図版且の蟻　氷見市遺跡地図第2版119）氷見市会川市谷

本遺跡はタ　会川川左岸の標高14mの狭い平野に位置する。この平野は谷口に立地する。過去

に芦　出土の時期◎状況は不明であるが，須恵器夕　珠洲が若干採集されておりタ　古代・中世の遺

跡として知られていた（氷見市立博物館1989）。

今回の調査において採集した遺物は，青磁1片と須恵器3片である。そのうち青磁1片を図

示した（図版3の19）。

10は青磁の椀の体部でありタ14世紀代の龍泉窯のものである。外面に蓮弁紋を施している。

胎土は密でありタ　粕調は灰オリーブ色を皇する。焼成は良好である。

本遺跡は従来は約125m四方に広がっていたが，今回の調査により全体に125m程範囲を拡大

することを確認した。
いち　せ

梱＋二の瀬遺跡（図版蟻の蟻夕　氷見市遺跡地図第2版溺）氷見濁一ノ瀬番場

本遺跡は，碁石ケ蜂（4鋸mm）を主峰とする碁石山地の中で，余川川に沿って南東に傾斜

した畜地上に位置する。標高は40mを測る。この台地の西は碁石ケ蜂を仰ぎタ　東西方向には，

鎮守の森の彼方に合川方面の出々を眺め渡すことができる。過去に加曽利B式併行のものと考

えられる後期縄紋土器が出土している。現在は水田として利用されている（氷見高校歴史クラ

ブ1964）。

今回の調査ではタ　遺物を採集できなかった。
しばとうげじよう

輌　柴疇城　図版蟻の膵　氷見市道跡地図第2版233）氷見市会川，一勿新譜瀾

本遺跡は，会川川中流の標高276。1mの山上に位置する。昔は能越連絡の重要路線であり，

ここから山の尾根づたいに稲穂へ出る道がわずかに残っている。能登から進攻してきて氷見湊

を攻撃しようとする者にとって，ここは極めて重要な拠点であった（氷見市史編修委員会

且963）。観応3年（1352）越中の桃井直常討伐を足利尊氏に命ぜられた能登守護吉見氏頼が陣

をしき，桃井勢を打ち破った「余川俣芝塔下」のことである。

今回の調査では遺物を採集できなかった。　　　　　　　　　　　　　　　（渡辺　樹）
いとはねまえ．だ

梱　…創前田遺跡　図版17の18，氷見市遺跡地図第2版15）氷見市一勿り字前田

本遺跡は標高461言mを測る碁石ケ蜂が西方に向かって緩やかに傾斜している山腹に立地し，

一別小学校の北方700mに所在する。標高は約240mを測る。現在は水田や畑として利用されて

いる。1955e1962年に氷見高校歴史クラブにより調査されており，決状耳飾り片1個，石斧，

石鉄，縄紋土器が出土している。これらの遺物から，縄紋時代中期末から後期を中心とした遺

跡と推定されている（氷見高等学校歴史クラブ1964）。

今回の調査では剥片石器1点，珠洲1片，越中瀬戸1片を採取し，そのうち越中瀬戸を図示

した（図版13の23）。

9は適中瀬戸の皿の底部である。底径は4cmを測る。胎土はやや密で，色調は淡黄色を呈す

る。焼成は良好である。
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かけふだかみのまえ

（19）懸札止♂前遺跡（図版18の19，氷見市遺跡地図第2版16）氷見市懸札字上ノ前

本遺跡は，標高46上1mを測る碁石ケ峰が西方に向かって緩やかに傾斜している山腹に立地

し，叙之神社の北西約600mに所在する。標高は約300mを測る。現在は畑として利用されてい

る。1963年に氷見高校歴史クラブにより調査されたが，遺物は採集されなかった（氷見高等学

校歴史クラブ1964）。なお本遺跡出土と伝えられる縄紋土器が富山県立氷見高等学校に保管さ

れている。時期は中期後半のものであり，加曽利E式併行とされている。

今回の調査では遺物は採取できなかった。
かけふだみや　やち

（20）懸札宮が谷内遺跡（図版18の20，氷見市道跡地図第2版17）氷見市懸札字宮が谷内

本遺跡は標高46工1mを測る碁石ケ峰が西方に向かって緩やかに傾斜している山腹に立地し，

叙之神社の西方約400mに所在する。標高は約230mを測る。現在は畑として利用されている。

これまでに石斧数胤　石鉄1胤縄紋土器が多数採集されている。これらの遺物から，縄紋時

代中期末から後期にかけての遺跡と推定されている。

今回の調査では遺物は採取できなかった。
かけふだ

帥　懸札ホウシがラ遺跡（図版18の21，氷見市遺跡地図第2版220）氷見市懸札

本遺跡は標高46工1mを測る碁石ケ峰が西方に向かって緩やかに傾斜している山腹に立地し，

叙之神社の北西約600mに所在する。標高は約310mを測る。現在は水田や楓　果樹園として利

用されている。これまでに縄紋時代中期，後期複葉から晩期前葉の土器，磨製石斧，奈良時代

から平安時代の須恵器が採集されている。

今回の調査では遺物は採取できなかった。　　　　　　　　　　　　　　（荒木慎也）

（22）その他の採集遺物

本調査では，遺跡として設定した地区外の採集品についても，将来的な遺跡発見の可能性を

高めるため，すべて採集地点を記録e報告している（図版5～18）。これらの内，主なものに

ついて示す（図版3の12～24）。

12は縄紋土器であり縄紋時代中期末の前田式のものと考えられる。外面にRL縄紋を施し，

内面に撫で調整を施す。胎土は粗であり，色調は明黄褐色を呈す。焼成は不良である（Ⅹ＝

24，y＝101）。

13は須恵器の蓋の端部であり9世紀後半のものである。口径は約14cmを測る。胎土は密であ

り，色調は灰色を呈する。焼成は良好である（Ⅹ＝－17．5，y＝97．5）。

14は須恵器の長頚壷の高台であり，8世紀後半～9世紀初頭のものである。底径は10cmを測

る。胎土は密であり，1－2mmの砂礫を含んでいる。色調は青灰色を呈す。焼成は良好であり，

還元硬質である（Ⅹニー17。5，y＝97）。

15は青磁の皿の底部である。底径は8．4cmを測る。胎土は密であり，色調は明線灰色を皇す。

焼成は良好である（Ⅹ＝－22，y＝98。5）。

16は古瀬戸の香炉の底部である。内外面に撫で調整を施す。胎土は密であり，胎土の色調は

浅黄色を皇す。粕調は明黄褐色を皇す。焼成は良好である（Ⅹニー18．5，y＝97）。
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17は珠洲の壷e嚢類の体部であり，時期は珠洲Ⅳ期（14世紀）のものである。外面に平行叩

き目を残す。胎土は租であり，色調は灰色を呈する。焼成はやや良好である（Ⅹニー17，y＝

97）。

18は珠洲の壷e賓類の体部であり，珠洲Ⅳ期のものである。内面に当具痕を残し，外面に叩

目を残す。胎土は租であり，色調は灰色を呈す。焼成はやや良好である（Ⅹニー21．5，y＝97。5）。

19は珠洲の壷。嚢類の体部であり，時期は珠洲Ⅲ～Ⅳ期（13～14世紀）のものである。外面

に平行叩き目を施し，内面に当具痕を有する。胎土は密であり，色調は灰黄色を呈する。焼成

は不良である（Ⅹ＝－17。5，y＝97）。

20は瓦器の香炉の日録部であり，16世紀頃のものである。口径は18cmを測る。胎土は密であ

り，色調は灰黄色を皇す。内外面に撫で調整を施す（Ⅹニー19．5，y＝98）。

21は近世陶器の鉢の口綾部である。口径は約21cmを測る。胎土は密であり，色調は暗褐色を

皇す。焼成は良好である（Ⅹニー17。5，y＝97。5）。

22は伊万里の椀の口綾部である。口径は12cmを測る。胎土は密であり，色調は明緑灰色を皇

す。焼成は良好である（Ⅹ＝－21．5，yニ97．5）。

23は近世磁器の碗の底部である。底径は約5．4cmを測る。胎土は密であり，色調は白色である。

焼成は良好である（Ⅹニー17．5，y＝97。5）。

24は越前の嚢の体部である。底径は約16cmを測る。外面の下部に約3cm幅の押庄突帯を施し

ている。胎土は密であり，胎土中に砂粒を含む。色調は灰色を皇し焼成は良好である（Ⅹニ

16，y＝97）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（磯村愛子e遠野いずみ）
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2　遺物の散布状態

本年度対象としたE地区は　余川谷地区であ軋　市域の中央部にあたる。採集した遺物は縄

綻時代から近世にいたる鋸破片e日録部0。823個体分である。遺跡および遺物採集地点の詳細

は，前節において述べている。

本節では，これらの採集資料を歴史資料として活用するためにタ　時期別に大別e計算し芦　そ

の散布状態の傾向について示すことにする。時期別の総量は，縄紋時代は4片，弥生時代がl

凱　古墳時代が1片，古代が45片傲0。224個体分掌　中世が14片の0。125個体分掌　近世が22片ゆ

0．474個体分である。

なお本年度調査地区は氷見市都市計画座標にあわせて国土座標Ⅹ二五38059′55〝，Yニ35048タ

を原点　する　辺甜mの方眼を設定しタ　その南東角の座標を地区名としている。

聞＋縄紋時代逸物の散布状態（第5回）

縄紋時代の遺物は，土器4片と叩石1点を4地区から採集した。

E地区の縄紋時代の遺跡は調査区北西部端の丘陵部および富山湾付近の平野部に立地し夢　遺

物も同様に散布している。

（2）弥生e古墳時代遺物の散布状態（第6図）

弥生。古墳時代の遺物は，土器2片を2地区から採集した。

弥生時代の遺跡は，今回の調査区においては確認されておらずタ　古墳時代の遺跡も平野部に

若干見られるのみである。

纏　薗偲遺物の散布状態　第　回）

古代の遺物は，須恵器45片◎0。224個体分を13地区から採集した。

遺物の採集量は他の時代よりも多く，金川川中流から下流に沿って広がる平野部に散布して

いる。特に　Ⅹニー17。5，y＝97。5およびⅩ＝…18，y＝97。5地区を中心とする稲穂後池遺跡

において28片とタ　多くの遺物を採集している。

拍　車健逸物の散布状態　第8図）

中世の遺物はタ　珠洲8片夕　瓦器1片◎0。125個体分掌　古瀬戸1片，中世陶器1片，青磁2片，

白磁1片を11地区から採集した。〕

この時代の遺物は少数であったが，古代の採集遺物が平野部のみに散布するのに比べ　調査

区北部の丘陵にも見られるようになる。こうした遺物の分布は，中世において本地区にいくつ

かの山城が築かれ，丘陵部も利用されるようになったことを示すものであろう。

纏　遮健遺物の散布状態（第9図）

近世の遺物はタ　越前1片，越中瀬戸1片，唐津2片，近世陶器14片車0。474個体分掌　伊万里

2片夕　近世磁器2片を12地区から採集した。

この時代の遺物の分布状態は中世とほぼ同様であるが，前時代よりも出土量が増加し，その

範囲は北西の山岳部の谷裾まで広がる。
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また海岸方面に唐津，伊万里などの遺物が多く分布するようになる。これは近世の当該地域

の人々が広域にわたり活発に活動しはじめたことを反映したものといえるであろう。

（6）小　　結

各時期の遺物の散布状態は以上の通りでありタ　まとめると以下のようになる。

本地区の遺跡の分布は丘陵部では縄紋遺跡が多くタ平野部◎丘陵部裾では古墳時代から近世

までの各時期の遺跡が集中している。

縄紋時代の遺跡は丘陵部では一刻前田遺跡に代表されるようにタ　中期末頃から出現する。平

野部でも後晩期から遺跡が出現し始める。弥生砂古墳時代の遺跡は若干分布はしているが，遺

跡の詳細は分かっていない。

古代になると平野部及び，丘陵部裾に遺跡の分布が広がる。これは平野部が古墳時代後期か

ら徐々に開発され始めタ奈良時代に入って本格化したとされるこれまでの知見を裏付けるもの

である（氷見市立博物館1987他）。

中世は古代に比べ出土量が少ない。また平野部では出土遺物が減るが，反軋丘陵上にまで

遺物の分布が認められるようになる。このことからタ本地区がこの時期，能越をつなぐ重要な

路線として捉らえられタ　山城が築かれるなど学童に軍事拠点として利用された様子を窺うこと

ができる（氷見市史編修委員会ヱ963）。

近世は遺物が丘陵から平野部まで広く均等に分布している。これは，本地区での人々の生活

活動が活発化しタ生活活動域が広がったことを示すものであろう。（佐々木亮二魯貫井美鈴）
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第　章　おわ如こ

且鱒年度のE地区遺跡詳細分布調査においてタ狙破片　目線部。823個体分の資料を採集し夢

5個年の調査採集遺物の総量はタ　姐30片タ　23。964個体分となった。E地区の遺跡総数は，21で

ある。今回の調査では　新しい遺跡は確認していない。

E地区は　氷見市の中央部にあた軋　能登半島の宝達丘陵に連なる碁石山軌　海老ヶ蜂から

舌状に伸びた2つの丘陵に挟まれた会川川とその支流である一別川流域である。両岸には芦　弱

河岸段丘や自然堤防が発達し　谷田には過去の何度かの地酒軋洪水によ　扇状地的基盤が

形成されている。本年度の成果については　前章において述べてい藩のでき　以下それぞれの遺

物散布夕　遺跡分布の概要を述べていこう。

なお現在の知見ではタ氷見帝の平野部はタ縄凝時代早期～前期には，ほとんどが内湾であっ

たが　縄綻時代中期　後◎晩期には潟湖とな軋　弥生時代以後　海と遮断され湖とな軋　その

後徐々に沖積が進行していったとされている。但し　こうした古地理の正確な復元にはまだ未

解決の間道　多　残されているという（藤田鼠983）。

合川川流域ではタ縄紋時代前期から遺跡が確認されている。前期の遺跡はタ海岸の砂丘列上

で見つかっており，今回の調査でも遺物の散布がみられた。中期には砂丘に遺跡は確認されずタ

多くの遺跡が碁石山地の標高23～諏mの南東方向に開けた畜地上を好んで選地している。縄

舵後期～晩期にも診　台地を好んで選地するが学　より標高の低い谷調に移動してきている。また

海岸の砂丘上にも再び遺跡が営まれるよ　にな軋　海産資源の積極的な利用が始まったことが

窺われる。氷見地域は蔓　海岸から太の活動が始まっており（氷見市立博物館且989タ氷見市教

育委員会19940摘粥上　本調査区　その例外ではない。

弥生時代，古墳時代の遺物はほとんど採集されていないがタ　会川川南側の蛭古山にわずかに

遺物の散布が確認された。この蛭古山にはタ　加納蛭子山古墳群及び横穴古墳群としては富山県

最大の加納蛭子山横穴古墳が存在している　岡本摘8弟。この他金川川下流域の平野部　丘

陵上に古墳時代後期から遺跡が営まれるようになるがタ　丘陵上に営まれた遺跡を除きタ平野部

の遺跡は短期間で消滅する。会川川流域が本格的に開発され始めるのはタ　古代からである。

古代の遺物はタ今回の調査で最も多く採集されている。周知の遺跡のほとんどが余川川下流

の谷を見降ろす丘陵部裾及び谷ロに立地している。また蛭子山周辺にはタ　かつて律令期の条里

区画が存在していたことが文献などで確認されてお軋下流域に人の開発が進められた様子が

みてとれる。1996年度調査区であった上庄川流域も採集資料から，同時期にタ　同様な開発が進

行したと結論されており，氷見地域全備の古代の様相として捉えることができるであろう。し

かしこのような現象が通常の開発に伴うものであったのかタ　なんらかの政治的な背景が存在し

ていたかは硯状況では判断できない。〕

中世にはタ遺物は川沿いに下流域から上流域へと散布範囲を広げる。採集された遺物にはタ
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中国製陶磁器夕珠洲陶器など様々な流通品が増加する。周知の遺跡はすべて平野を臨む丘陵上

に立地しタ　また丘陵上及び海岸平野を傍観する丘陵部裾には南北朝時代から戦国期にかけて多

の山城が築かれる。文献史の研究によれば臓世紀には余鵬　カ相は会川保として再編され余

川流域の開発が再開されてお軋　会川谷中心部には市が立った　いわれている。また余川谷は

能登と越中を繋“ルートの境界にあたることからタ戦略上重要な位置を占めていたとされ資金

用谷を舞海とした多くの戦いの記録も残されている（氷見高校歴史クラブ且96且夕児島且976）。

近世は中陛よ　遺物の散布域は拡大する。遺跡数は全体的に減少しているが　この時代　開

発が奨励され　海岸部では塩の生産　行われたという　児島相関。海岸部は　今回の調査で

は資僅かしか資料が採集されず　将来遺跡が発見される可能性　あるが　圃場整備によ軋消

滅した可能性もある。

今回の調査ではタ発見される遺物芦遺跡に偏りがあ軋特に弥生時代に関する資柳は　ん

ど見つからずタ次の古墳時代後期以後に開発が活発化するまでの横磯が明らかでない。また余

川谷低観　海岸部の資料が少なく多くの空白域が残されている。会川川の氾濫堆積物によって

遺跡が埋没してしまった膏摘巨像もあるがタ　こうしたOm地帯に存在する遺跡の把超も含めタ　よ

り詳綿な地域の様相を明らかにすることでタ氷見地域が時々の社会の動向といかに関わりなが

ら発展を遂げていったのかを考える足掛りとしてい　たい。

滴中辛生態山崎雅恵◎宇野隆夫の前川要の太野究）
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